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雲 

南 

消 

防 

本 

部 

消 防 長　　　　　石　田　裕　司
消防次長　　　　　細　木　　　敬　・　土　江　健　司

消防総務課（４） 予　防　課（７） 警　防　課（３） 通信指令課（11）
課　　長　　　　 （兼）細木　　敬
課長補佐　　　　　　　高橋　　剛
総務係長　　　　　　　赤名　浩一
総務主任　　　　　　　岩佐　充治

課　　長　　　　　　　川角　健悟
課長補佐　　　　　　　糸原　　潤
課長補佐（兼）予防係長　藤原　睦美
危険物係長　　　　　　野津　英孝
予防主任　　　　　　　景山　昇平
危険物主任　　　　　　柳原　伸哉
会計年度任用職員　　　藤原　朱美

課　　長　　　　　　　江角　正樹
課長補佐　　　　　　　川角　貴広
課長補佐（兼）警防係長　吉川　弘典

課　　長　　　　　　　田中　秀樹
課長補佐　　　　　　　宍戸　俊介
課長補佐　　　　　　　陶山　　稔
課長補佐　　　　　　　影山　直樹
課長補佐　　　　　　　松川　泰浩

通信指令第１係
課長補佐　　　　　　 （宍戸　俊介）
課長補佐（兼）係長　　　影山　直樹
係　　長　　　　　　　三原　大吾
主　　任　　　　　　　舩木　直人
係　　員　　　　　　　藤川　　純

通信指令第２係
課長補佐　　　　　　 （陶山　　稔）
課長補佐（兼）係長　　　松川　泰浩
係　　長　　　　　　　板垣　　健
主　　任　　　　　　　伊豆　大輔
係　　員　　　　　　　福山　佳太

奥 

出 

雲 

消 

防 

署

署　　長　　　　　恩　田　雅　裕　　（25）
副 署 長　　　　　和久利　誓　男
第１小隊長　 （兼）和久利　誓　男・熊　谷　　　将　（12）第２小隊長　　　渡　邊　英　樹・安　部　善　美　（12）

第 １ 分 隊 救 急 分 隊 第 １ 分 隊 救 急 分 隊
分 隊 長　警防係長（兼）熊谷　　将
副分隊長　救助係長　　板垣　　諭
副分隊長　予防主任　　小村　祐太
副分隊長　機械装備主任　江角　貴勤
隊　　員　　　　　　　藤原　恵太
隊　　員　　　　　　　狩野　有央
隊　　員　　　　　　　藤原　拓磨

分 隊 長　救急係長　　森口　　寛
副分隊長　機械装備係長　藤原　光博
副分隊長　救急主任　　宮廻　浩平
副分隊長　庶務主任　　深石　晃弘

分 隊 長　警防係長（兼）安部　善美
副分隊長　予防係長　　樋口　真明
副分隊長　庶務係長　　板持　　努
副分隊長　機械装備主任　阿部　　潤
隊　　員　　　　　　　篠原　史唯
隊　　員　　　　　　　石原　秀真
隊　　員　　　　　　　景山　慎平

分 隊 長　救急係長　　森山　　淳
副分隊長　機械装備主任　﨑山　拓也
副分隊長　救助主任　　伊藤　大輔
隊　　員　　　　　　　藤原　裕貴

飯 

南 

消 

防 

署

署　　長　　　　　本　間　　　均　　（25）
副 署 長　　　　　鳥　谷　多津雄
第１小隊長　 （兼）鳥　谷　多津雄・宇　山　達　雄　（12）第２小隊長　　　岡　本　臣　司・山　田　和　宏　（12）

第 １ 分 隊 救 急 分 隊 第 １ 分 隊 救 急 分 隊
分 隊 長　警防係長（兼）宇山　達雄
副分隊長　救助係長　　岩田　浩樹
副分隊長　予防主任　　矢壁　拓真
副分隊長　機械装備主任　星野　　望
隊　　員　　　　　　　香川　拓也
隊　　員　　　　　　　中村　凌也
隊　　員　　　　　　　三原　覇久

分 隊 長　救急係長　　横山修一郎
副分隊長　機械装備係長　細木慎太郎
副分隊長　救急主任　　藤原　　祐
副分隊長　庶務主任　　石川　　厚

分 隊 長　警防係長（兼）山田　和宏
副分隊長　予防係長　　石田　智英
副分隊長　機械装備主任　佐藤　勇太
隊　　員　　　　　　　稲田　隼士
隊　　員　　　　　　　後藤　裕太
隊　　員　　　　　　　名原　優太
隊　　員　　　　　　　武田　啓佑

分 隊 長　救急係長　　錦織　　守
副分隊長　庶務係長　　景山　隆介
副分隊長　救助主任　　野島　大輔
副分隊長　機械装備主任　坂本　　聡

派　遣
　島根県防災航空隊

富田　　光

雲 

南 

消 

防 

署

署　　長　　（兼）土　江　健　司　　（37）
副 署 長　　　　　藤　原　　　渉　・　渡　部　雄　二
第１小隊長　（兼）藤　原　　　渉　・　中　岡　徹　也　　（18）

第 １ 分 隊 救助救急分隊 救 急 分 隊
分 隊 長　警防係長（兼）中岡　徹也
副分隊長　警防係長　　中村　貴広
副分隊長　機械装備係長　川端　啓市
隊　　員　　　　　　　濱田　大輝
隊　　員　　　　　　　勝田　秀斗
隊　　員　　　　　　　山本　皓志
隊　　員　　　　　　　野口　美織

分 隊 長　救助係長　　西尾　智廣
副分隊長　予防係長　　田中　　周
副分隊長　救助主任　　川角裕一郎
副分隊長　予防主任　　田中　修司
隊　　員　　　　　　　曽田　晃希

分 隊 長　救急係長　　力石　　徹
副分隊長　庶務係長　　荒木　哲夫
副分隊長　救急主任　　石原　慎也
副分隊長　機械装備主任　田中　歩希
隊　　員　　　　　　　安部　直人

第２小隊長　（兼）渡　部　雄　二　・　永　瀬　敏　行　　（18）
第 １ 分 隊 救助救急分隊 救 急 分 隊

分 隊 長　警防係長（兼）永瀬　敏行
副分隊長　警防係長　　三島　克哉
副分隊長　機械装備係長　小林　勝美
副分隊長　機械装備主任　若槻　省吾
隊　　員　　　　　　　田辺　　優
隊　　員　　　　　　　新田　真子
隊　　員　　　　　　　難波　由圭

分 隊 長　救助係長　　松村　秀一
副分隊長　予防係長　　山毛　孝夫
副分隊長　予防主任　　石飛　雄士
副分隊長　庶務主任　　須谷　拓也
隊　　員　　　　　　　光谷　雄佑

分 隊 長　救急係長　　中林　直仁
副分隊長　庶務係長　　岩佐　直人
副分隊長　救急主任　　名原　秀一
隊　　員　　　　　　　那須　優斗
隊　　員　　　　　　　渡部　拓真

雲南消防本部・雲南消防署・奥出雲消防署・飯南消防署組織表
令和４年４月１日
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４
月
１
日
付
け
で
、
雲
南
消
防
本
部

の
消
防
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
雲
南
地
域
の
皆
様
の
生
命
・
身
体
・

財
産
を
災
害
か
ら
守
る
と
い
う
重
責
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
感
じ
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
消
防
行
政

の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

な
役
割
で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

も
と
よ
り
微
力
の
身
で
は
あ
り
ま
す

が
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
べ
く
専
心
努

力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
は
、
予

測
す
る
こ
と
が
困
難
な
う
え
、
ひ
と
た

び
発
生
す
る
と
我
々
の
予
想
を
は
る
か

に
上
回
る
ほ
ど
大
規
模
化
し
、
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
昨
年
の
７
月
豪
雨
災
害
で
は
、
線
状

降
水
帯
の
影
響
に
よ
り
記
録
的
短
時
間

大
雨
情
報
が
発
令
さ
れ
、
避
難
情
報
の

警
戒
レ
ベ
ル
５
「
緊
急
安
全
確
保
」
が

発
令
さ
れ
る
事
態
と
な
り
、
多
く
の

皆
様
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
管
内
各
所
で
河
川
の
氾
濫
や
土
砂

崩
れ
、
倒
木
な
ど
が
発
生
し
、
広
範
囲

に
お
い
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
、
早
期
の
復
興
を
心

か
ら
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
管
内
の

地
域
防
災
力
を
向
上
す
る
た
め
に
、
総

合
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
計
画
的
な
消
防
施
設
整
備
、
職
員

の
教
育
訓
練
や
市
・
町
並
び
に
消
防
団
、

住
民
の
皆
様
と
の
連
携
を
図
り
、
自
主

防
災
組
織
等
を
通
じ
て
、
訓
練
や
情
報

の
共
有
に
努
め
、
防
災
力
の
向
上
を
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
新
し
い
生
活
様
式

や
仕
事
の
あ
り
方
な
ど
、
私
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
ほ
ど
変
化
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
収
ま

る
こ
と
も
な
く
変
異
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威

を
振
る
い
、
我
々
消
防
職
員
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
日
々
、
職
員
の
感
染
対
策

を
図
り
、
消
防
体
制
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
が
無
い
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
住
民
生
活
の
安
心
・
安
全
の
確
保

は
、
消
防
行
政
に
携
わ
る
者
の
「
永
遠

の
テ
ー
マ
」
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
住
民
の
皆
様
の
安
心
・

安
全
を
守
り
、
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

住
民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
消
防
団
を

は
じ
め
構
成
市
町
並
び
に
雲
南
広
域
連

合
議
会
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

石  

田  

裕  

司

消
防
長
就
任
挨
拶

消
防
長
就
任
挨
拶

　４月１日付けで雲南消防本部に６名の職員が採用とな
りました。島根県消防学校において約８か月間、消防職
員として必要な知識、技能を習得します。

藤
ふじはら

原 拓
たくま

磨
消防士として、また地域の顔
としての自覚を持ち、地域に
貢献していきたいです。

難
なんば

波 由
よりか

圭
消防職員として責任をもち、
地域の方々を支えられるよう
に頑張ります。

景
かげやま

山 慎
しんぺい

平
消防学校で基礎を身に付け、
地域の方に信頼される消防職
員になれるよう頑張ります。

野
のぐち

口 美
みおり

織
雲南市民の皆さまに安心して
もらえる消防士になれるよう
頑張ります。

武
たけだ

田 啓
けいすけ

佑
消防学校で基礎を身に付け、
地域の皆さまの安全、安心を
守れるよう頑張ります。

三
みはら

原 覇
はく

久
どんな場面においても地域の
方を守り、信頼される消防職
員となれるよう努力します。

新規採用職員紹介
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　初夏から秋にかけて
は、台風や前線の影響で、
大雨、洪水、暴風による
自然災害が発生しやすい
季節です。

　令和３年７月には雲南消防本部管内でも
記録的な大雨となり、甚大な被害が発生し
ました。日頃から防災対策をして、気象情
報に注意し早めに避難しましょう。

　・�各市町が公表しているハザードマップにより事前に自宅や学校、職
場付近にどのような危険性があるかを確認していますか？ハザード
マップでは土砂災害の危険個所、河川の浸水想定区域などが確認で
きます。

　・�避難場所や避難経路、避難のタイミングなど家族や自治体で共有で
きていますか？大雨等の風水害に対する事前の準備や行動をあらか
じめ決めておく避難計画のことをマイ・タイムラインといいます。
それぞれにあったマイ・タイムラインを作成してみましょう。

　・�非常用持ち出しバッグの準備はできていますか？（食料、貴重品、
携帯電話の充電器、衣類、医薬品等）

　・�異常気象時には、気象庁や市町から出される情報を確認し早めに避
難しましょう。

　・�自宅の上の階に移動する、崖から離れた部屋に移動するなどの避難
方法もあります。

　令和４年４月６日、令和４年度消防職員意見発
表会が開催され、雲南消防本部から宮廻浩平消防
士⾧が出場しました。
　宮廻士⾧は「私のチャレンジ」～つながる連鎖
の輪～と題し、昨年山陰地方で発生した豪雨災害
を契機に、雲南市が取り組んでいる雲南チャレン
ジに参加することにより、住民の防災、減災意識
の向上を図ることを提言しました。

大雨に備え早めに防災対策・避難行動を！

・日頃からの防災対策

・早めの避難行動

令和３年７月豪雨での様子（雲南市）

島根県予選会での様子

令和４年度 消防職員意見発表会島根県予選会



雲南消防本部からのお知らせ雲南消防本部からのお知らせ

雲南広域連合広報誌 うんなん 06

ピーピーピー 火事です ピッ 電池切れです ピッピッピッ 故障ですピーピーピー 火事です

（寝室・階段（寝室が２階以上にある場合））

10年　
たったら

とりカエル！

●火元を確認する。
●周りに大声で知らせる。
●避難する。
●119番通報する。
●可能なら初期消火をする。

●火災でないことを確認する。
●警報音を止める。

警報器の押しボタンを押
すか引きひもを引く。

●室内換気で音が停止。
※予想される原因

くん煙式殺虫剤、ホコリや虫、 
調理時発生の大量の煙や水蒸気

●警報音を止める。
警報器の押しボタンを押
すか引きひもを引く。

●本体か電池を交換する。
※設置から10年以上経過してい

る場合は、本体内部の電子部
品が劣化して火災を感知しな
くなることが考えられるため、
本体の交換を推奨しています。

●警報音を止める。
警報器の押しボタンを押
すか引きひもを引く。

●本体を交換する。

出典元：一般社団法人 日本火災報知機工業会

ご活用ください！

広域的な交流・まちづくり・人材育成等への
活動助成金

広域的な交流・まちづくり・人材育成等への
活動助成金
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 １．助成対象者　※次のいずれにも該当すること。 
　①雲南地域（雲南市・奥出雲町・飯南町）に活動の拠点がある団体
　②民間または民間と行政により構成された団体

 ２．助成対象事業
　（1）雲南地域の複数の市町にわたる広域的事業（①～⑤のいずれか）
　　　①交流
　　　②まちづくりの推進
　　　③人材育成
　　　④芸術・文化の振興
　　　⑤産業振興

　（2）団体が自ら主催する事業

　（3）営利を目的としない事業

 ３．助成金の額
　助成対象経費の１／２（上限20万円）

　雲南地域において、複数の市町にわたる広域的な交流、まちづくりの推進、
人材育成等の活動を行う団体へ活動費用の一部を助成します。

詳しくは、雲南広域連合ホームページをご確認ください。

【問合せ先】　雲南広域連合企画課
電話（0854）47-7341　　FAX（0854）47-7344

メール　unnankouiki@unnan.jp
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うんなん観光うんなん観光
ネットワーク協議会よりネットワーク協議会より
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　ゲンジボタルの名所として知られる雲南市大東町赤川。飛び交うホタルと出雲
神楽を鑑賞するバスツアーが催行されます。

赤川ほたる　ほたる観バスツアー

2022年６月11日（土）期日

18：30　集合・受付（大東総合センター）
19：00　出発
19：30　神楽鑑賞
20：00　ほたる観賞
21：25　大東総合センター着

行程

大人　1,000円　　中学生以下　500円
定員　30人（最小催行人数　10人）

料金・定員

申込〆切：６月３日（金）
一般社団法人 雲南市観光協会　　電話 0854－47－7878

申込
み先

赤川ほたる保存会 事務局
電話 090－7996－5336　　メール hotaru.akagawa@gmail.com

問い合
わせ先

雲南市

　龍頭が滝は、令和３年７月豪雨災
害により立ち入り規制をしていまし
たが、安全の確保ができましたので、
令和４年３月25日に規制を解除しま
した。

龍頭が滝の立ち入り規制　解除

雲南市観光振興課
電話 0854－40－1054

問い合
わせ先

雲南市



介護保険課からの
お知らせ
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　澄んだ清流の中を登るシャワークライミ
ングが今年も始まります。川を利用して天
然のウォータースライダーや滝つぼへの
ジャンプを楽しんだり、水流に身を任せて
ゆったり過ごしたり、ガイドと一緒に楽し
める川登りの体験です。詳細は飯南町観光
協会へお尋ねください。

シャワークライミングまもなく予約開始！

一般社団法人 飯南町観光協会　
電話　0854－76－9050

問い合わせ
・

申込み先

飯南町

　 飯南町シャワークライミング 
　　　https://www.satoyamania.net/forest-therapy/shower/

問い合わせ先　　介護保険課 資格認定係　電話 0854－47－7342

新型コロナウイルス感染症の影響による介護保険料の減免
　新型コロナウイルス感染症の影響により収入の減少が見込まれ、以下の基準に該当す
る場合は、申請により65歳以上の方の介護保険料の全部または一部を減免します。詳し
くは雲南広域連合介護保険課までご相談ください。

１．新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を
負った場合 

２．新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者の給与収入、事業収入、
不動産収入、山林収入（以下「事業収入等」）の減少が見込まれ、次のア、イどち
らにも該当する場合

ア令和４年中の事業収入等のいずれかの収入額が前年の当該事業収入の３割以上減
少する見込みであること 

イ減少することが見込まれる事業収入等に係る所得以外の前年の所得の合計額が400
万円以下であること



ＪＲ木次線の利用に対する助成制度
ご利用くださ

い！ kisuk
i

line
statio

n
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　団体が行うＪＲ木次線の利用促進を図るため
のイベントや、地域イベントとコラボすること
で木次線利用者の増加が見込まれるものに対
し、必要な経費の一部を助成します。助成額は
１申請につき上限50,000円。

　　【沿線住民対象】
　　ＪＲ木次線利用促進イベント経費支援
４

　10名以上の団体がＪＲ木次線の普通列車を利
用して行う企画・団体旅行、研修利用等に対し、
購入運賃の１／２以内、１人につき片道あたり
500円以内、他の助成や割引制度との併用不可
を条件に交付します。助成額は１申請につき上
限50,000円。

　　【沿線住民対象】
　　ＪＲ木次線の団体利用助成
３

　３名以上（幼保園、小・中・高校が利用する
場合は人数制限なし）がＪＲ木次線乗車を含む
旅行等の移動をした場合のＪＲ運賃（特急料金・
指定料金含む）及び貸切バスなどの運賃に対し
て１／２（上限10万円）補助します。

　　【どなたでもご利用可能】
木次線乗車を伴う移動に要する経費補助

１

　遠足や学校行事等でＪＲ木次線を利用する沿
線市町の幼保園、小・中・高等学校の児童生徒
及び先生に対し、ＪＲ運賃（木次線の区間のみ。
奥出雲おろち号の指定席料金は除く）を全額助
成します。

　　【幼保園、小・中・高校対象】
　　遠足等の利用助成
２

詳しくは、事務局へお問い合わせください。

木次線利活用推進協議会（松江市、雲南市、奥出雲町、庄原市）
事務局：雲南市政策企画部うんなん暮らし推進課内（〒699-1392　雲南市木次町里方521-1）
電　話：0854-40-1014
M a i l：kisuki-line@city.unnan.shimane.jp
Ｈ　Ｐ：https://kisuki-line.jp/

もっとつながる木次線

　木次線沿線４市町でつくる木次線利活用推進協議会では、木次線を利用した移動や団
体が行う利用促進イベントなどに対して経費の一部を助成します。

※予算に限りがありますので、お早めに相談ください。

　県内からの誘客に取り組む島根県内の旅行事
業者を対象とした支援制度を新設しました。
　詳しくは下記の協議会ホームページをご確認
ください。

旅行事業者の皆様へ
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中高生のための管打楽器グループレッスン
フルート　　　　初級クラス／中・上級クラス　　　本田　桂子先生・糸川恵里香先生

クラリネット　　初級クラス／中・上級クラス　　　水間　　満先生・金元　美咲先生

サックス　　　　初級クラス／中・上級クラス　　　高橋　陽香先生

トランペット　　初級クラス／中・上級クラス　　　坂口　雄磨先生

ホルン　　　　　中１～高３クラス　　　　　　　　清水　　亨先生・穐山　純果先生

トロンボーン　　中１～高３クラス　　　　　　　　福庭　礼子先生

ユーフォニアム　中１～高３クラス　　　　　　　　廣田　一馬先生

テューバ　　　　中１～高３クラス　　　　　　　　堀江　亮二先生

パーカッション　中１～高３クラス　　　　　　　　杉原　響平先生・日野　由美先生

 レッスン回数  月２回　　 対象  吹奏楽部に所属している中学生・高校生
 受講料  2,000円／月、教室運営費400円／月　※半期毎に納入いただきます。

弦楽合奏グループレッスン　　高橋　美穂先生・芦原　　充先生

カイザークラス（初級）　　経験年数：約１年
ローデクラス（中級）　　　経験年数：２～３年
パガニーニクラス（上級）　経験年数：４年以上
イザイクラス（一般）　　　一般愛好家
 レッスン回数  月 2 回
 受講料  5,000円～／月（クラスによって異なります）、教室運営費400円／月

ヴァイオリン個人レッスン　　高橋　美穂先生 エレキギターグループレッスン　　福島　　勝先生

 レッスン  毎週月曜または土曜
　　　　　　　※体験レッスン、楽器の貸与もあります。

 受講料  ３才～就学前クラス　1,250円／回（15分）
　　　　小１～大人クラス　　2,500円／回（30分）
　　　　教室運営費400円／月

 レッスン  毎週日曜
 受講料  3,000円／月、教室運営費400円／月

　昨年６月に開講した「ラメールマスターズプロジェクト」。小学生から大人までを対象とした管弦
打楽器の総合プログラムです。ラメールを会場に、プロの講師から基礎～専門的なレッスンを受ける
ことができます。部活動や、自分の演奏スキルアップに！学びたいあなたを応援します！

　　　ラメールマスターズプロジェクト 2022

　出雲神楽の夕べ

　　　問合せ先●ラメール　TEL.0854-49-8500

　　　　　　　　問合せ先●古代鉄歌謡館　TEL.0854-43-6568

● 2022年度の予定 ●
5月14日 佐世神楽社中 10月  8日 山王寺和野神楽社中
6月11日 深野神楽保存会 11月12日 上多根神楽保存会
7月  9日 槻屋神楽保持者会 12月10日 須所若獅子会
8月20日 中野神楽保存会 3月11日 小河内神楽社中
9月10日 西日登神楽社中

※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更・中止となる場合があります。

 時　間  19:00～20:30　　　 入場料  高校生以上1,000円、中学生以下無料
※入場は原則として島根県内在住者とさせていただきます。

　古式豊かな出雲神楽を、市内の神楽社中により、月替わ
りでお届けします。先着でオリジナルのクリアファイルや、
毎年好評のスタンプカードを配布します。お楽しみに♪



　　　　　　　　　　　　　〒699-1311 島根県雲南市木次町里方1100-6  URL https://www.unnan.jp
●総務課 TEL.0854-47-7340  ●企画課 TEL.0854-47-7341  ●介護保険課 TEL.0854-47-7342  ●環境衛生課 TEL.0854-42-0481
●雲南消防本部・雲南消防署 TEL.0854-40-0119  ●奥出雲消防署 TEL.0854-54-2166  ●飯南消防署 TEL.0854-72-1201

雲南広域連合 発行
この印刷物は大豆油にかわり
米ぬか油を使用したライス
インキで印刷しています。

erii_s1212さん（奥出雲町　稲田神社）
紅葉に囲まれた建物が神秘的で素敵な場所でした！
他の季節にも行ってみたくなるような神社でした。

田坂　将さん（奥出雲町　鬼の舌震）
吊り橋と紅葉と空を入れるため、橋の下から撮りました。

sgmtrsさん（奥出雲町　出雲坂根のスイッチバック）
「岐路」�なんだか人生の分かれ道のようにドキドキ

する風景でした。

ひとみさん（奥出雲町　八川小学校）
銀杏の黄色いじゅうたんに大喜びの子どもたちでした。

ここに掲載した作品以外の受賞作
は「うんなんエリア観光情報」ホー
ムページに掲載しています。

受賞作品

＃おうちでうんなんフォトコンテスト2021＃おうちでうんなんフォトコンテスト2021＃おうちでうんなんフォトコンテスト2021＃おうちでうんなんフォトコンテスト2021


